
鹿市総合計画は、鈴鹿市まちづ
くり基本条例に基づく総合的か
つ計画的な行政経営を図るため
の計画で、本市が策定する計画

において最上位に位置付けられています。
今後、人口減少や少子高齢化の加速など

の社会情勢の変化に柔軟に対応し、誰もが

安心して暮らせるまちづくりを進めていく
ために、本市では、令和6年度から8年間
を計画期間とした鈴鹿市総合計画２０３１
基本構想を策定しました。
　基本構想では、本市が目指す将来都市像
を掲げるとともに、その実現に向けた分野別
のまちづくりの方向性などを示しています。

鈴

4 月からスタート！

　4月から、今後8年間の本市のまちづくりの方向性を示す「鈴鹿市総合計画２０３１」が
スタートします。今回の特集では、その概要についてお知らせします。

にいまるさんいち

計画の構成 将来都市像 基本構想
　将来都市像を示すとともに、将来都
市像が実現した状態を分野別に整理
したものを「ビジョン」として示します。
ビジョンには、達成度を測る指標とな
る「みんなの目標」を設定します。

基本計画
　各ビジョンに設定した「みんなの目標」
（分野別指標）を達成するために、4年間
で展開する「基本施策」を示します。

実行計画
　基本計画で示された基本施策を具体
化した事業を示します。計画期間は原則
4年間とし、総合計画の計画期間中、毎年
度、社会情勢に応じて見直します。

基本構想
8年間

(2024～2031年度）

基本計画
前期4年間(2024～2027年度）
後期4年間(2028～2031年度）

実行計画
原則4年間、毎年度見直し

　鈴鹿市総合計画2031
は、基本構想、基本計画、
実行計画の3層構造で
構成しています。

鈴鹿市総合計画２ ３１
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8年間のまちづくりの全体目標である“将来都市像”
　これから8年間の本市の将来都市像を

と定めました。
　市民と行政、市民と市民がつながり、地域総ぐるみで
つくる「協働のまち」や、今ある本市の魅力を生かしなが
ら、より高みを目指し、これからの時代に合ったものを取
り入れ、明るい未来を切り拓いていく「持続可能なまち」
を目指します。
　このようなまちづくりを進め、「最高に住みやすいまち」
の実現を図ることで、「住みたい」、「いつまでも住み続け
たい」まちにつなげます。

　基本構想に掲げる将来都市像を具現化し、魅力あるまちづくりを進めるため、分野
別に6つのビジョンを示しています。各ビジョンには、現状と課題、まちづくりの方向性を
示した上で、行政と市民など、多様なまちづくりの主体と協働で取り組んでいくための
「みんなの目標」を設定しています。

＃最高に住みやすいまち鈴鹿

　本市の住みやすさや魅力
をSNSなどで発信するため、
将来都市像に＃（ハッシュタ
グ）を付けています。

DX:デジタル技術を用いて、生活などをより良く変えること

計画の特長
計画策定に当たっての 　つの方向性33

66つのビジョンと「みんなの目標」

6つのビジョン

1 「人口減少対策」
と「ＤＸの推進」を
明確にした計画

持続可能な
まちづくりに
向けた計画

2 市民とビジョンを
共有し、みんなで
「協働」する計画

3

ビジョン1 子どもが輝き 人と文化を育むまち

ビジョン4 自然と調和し 快適な都市環境を未来へつなぐまち

ビジョン5 持続可能な産業の発展と にぎわいや交流が生まれるまち

ビジョン6 みんなで支える 自分らしく生きるまち

ビジョン2 健やかに いきいきと暮らせるまち

ビジョン3 生命と財産を守り抜ける 安全・安心のまち

「ひとがつながり ＤＸで未来を拓く ＃最高に住みやすいまち鈴鹿」

詳しくは次のページへ
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みんなの目標

市民委員会や学生の意見などを反映しています
◀学生との意見交換会の
　様子

「安心して子どもを産み育てることができ、子どもが
健やかに育つ環境が整っている。」など

　鈴鹿市の未来を担う全ての子どもの権利が保障され、健やかに
成長できるまちづくりを進めるため、主体的に社会を生き抜く力を身
に付けられる教育環境の整備や、歴史・文化を生かした魅力の創出
を進めます。

みんなの目標
「防災・減災の取組が充実している。」など

　安全・安心に暮らせるまちづくりを進めるため、防災・減災の取
り組み、火災予防、消防・救急体制の強化、交通事故対策、河川・
排水施設の改修、道路の整備に取り組みます。

みんなの目標
「生涯にわたり健康で暮らせる環境が整っている。」など

　誰もが住み慣れた地域で、生きがいを持って健や
かに、自分らしくいきいきと笑顔で暮らせるまちづくり
を進めるため、世代や分野を超えて、人と人がつな
がり支え合う地域共生社会の実現を目指します。

　基本構想の策定に当たり、市政アンケート調査
をはじめ、学生や地域づくり協議会、子育て世代、
団体の皆さんと意見交換会を実施しました。学生
との意見交換会では、スケッチブックに、思い思
いの鈴鹿市の将来像を書いていただきました。
　また、市民委員を募り、本市の将来像などを検
討いただく市民委員会を行ったほか、各分野の有
識者や、市民公募委員などで構成する鈴鹿市総合
計画審議会を開催し、意見を反映しています。

つのビジョンと6
「みんなの目標」
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みんなで一緒に活力あるまちづくりを進めます

今回の特集に関するご意見・ご感想は
総合政策課 　382-9038　 382-9040　 sogoseisaku@city.suzuka.lg.jp 

みんなの目標
「カーボンニュートラル社会と循環型社会に向けた
取組が進められている。」など

　市民が快適に暮らせるまちづくりを進めるため、カーボン
ニュートラル社会を見据えた地球温暖化対策や、地域の
ニーズに対応した地域公共交通の実現、幹線道路の整備など
に合わせた有効な土地利用に取り組みます。

みんなの目標
「多様性を認め合う意識が醸成され、自分らしく暮らしている。」など

　持続可能なまちづくりのために、共生社会の実現、市民力の向上、
行政力の向上を図り、市民から信頼されるまちづくりを進めます。

みんなの目標
「新たな産業用地の創出などにより、企業誘致が進む
とともに、市内企業の生産力が向上している。」など

　にぎわいや交流が生まれるまちづくりを進めるため、産業振
興と地域資源活用として、企業適地への産業集積の促進や
農業や水産業、商業、伝統産業などの産業基盤の確立、地域
資源の観光資源化などを進めます。

つのビジョンと
「みんなの目標」

　鈴鹿市まちづくり基本条例が目指す「みんなで協働して、活力のある、住みよい鈴鹿市」
を実現するためには、これまでのまちづくりの取り組みに加え、コロナ禍の経験を通して
見えた課題に、果敢に挑戦していく必要があります。
　そのため、将来都市像を「ひとがつながり DXで未来を拓く #最高に住みやすいま
ち鈴鹿」として掲げ、ＤＸなど、時代にあったものを積極的に取り入れながら、市民の
皆様をはじめ、本市に関わるさまざまな方々とみんなでまちづくりを進められる計画と
して策定いたしました。
　本市が持つ魅力を最大限に生かし、また、新たな魅力を生み出しながら、市民の皆様に寄
り添った施策を展開し、最高に住みやすいと感じていただけるまちづくりを進めてまいります。 末松 則子

鈴鹿市長
すえまつ のり こ
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